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○ 受賞の感想と今後の抱負  

 

この度は名誉ある三医会賞を賜り、大変光栄に存じます。ご指導頂きました近藤峰生教

授、共同研究者の皆様、眼科医局ならびに関係者の皆様に深く感謝いたします。三重大学眼

科学講座の視覚電気生理の伝統を継承し、産学連携による機器改良・解析ソフト開発を進

め、皮膚電極 ERG を炎症性眼疾患、虚血性眼疾患の診断や治療モニタリング指標として確立

することを目指します。今後も一層研鑽を重ね、診療と研究の両面から貢献してまいりま

す。 

 

○ 医学研究のテーマ 

「皮膚電極 ERG による眼内炎症の早期検出と治療モニタリング指標の開発」 

 

○ 研究の概要と将来展望  

網膜電図（ERG）は、網膜機能を他覚的に評価することができる重要な検査である。しかし

ながら、ERG 検査を行うには時間と手間を要し、患者に対する負担が大きいため、ERG は比較

的稀な網膜変性疾患を診断するツールとして主に用いられてきた。しかしながら申請者は、

網膜変性疾患以外でも ERG が有用であると信じ、ERG を眼科の日常診療で活かすことができ

ないか模索してきた。 

最近新しく開発された ERG 記録装置「RETeval」は、皮膚電極を採用し、極めて簡易に ERG

を記録することができる装置である。申請者はこの装置の特徴やこの装置を用いて記録した

ERG の信頼性について基礎的な研究を続けてきた。我々は、網膜静脈閉塞症や糖尿病網膜症な

どの虚血性眼疾患の診断や治療判定に ERG が有用であることを見出した(IOVS 2017; Sci Rep 

2016)。さらに、眼内炎症の程度により ERG が特徴的な変化を示すことを近年発見し

（Ophthalmology Sci 2022,Sci Rep 2024 ）、ERG は、現在眼科の日常診療で最もよく使用さ

れている網膜光干渉断層検査（OCT）よりも早く、眼内炎症を捉えることができることを発見

した。 

我々は ERG のこの能力に着目し、眼ベーチェット病や眼サルコイドーシスなどの失明リス

クが高い慢性炎症における再燃予測が可能になるのではないかと考えた。さらには、眼科周

術期においても、強い術後炎症を来す可能性がある症例を予測することで、より質の高い抗

炎症治療と疾患活動性のコントロールにより、視機能改善、維持を実現したいと考えている。 

（関連分野における本研究の特筆すべき点） 

網膜光干渉断層検査（OCT）を用いた眼炎症疾患の診断については、これまで多数の研究が報告さ

れており、現在の臨床では、OCT が診断に多用されている。そんな中、申請者は ERG が OCTよりも

早期に眼内炎症を検出し得ることを世界で初めて明らかにした（Ophthalmology Sci 2022, Sci 

Rep 2024）。眼炎症疾患における網膜機能評価は依然として発展途上の領域であり、本研究は ERG

を従来の「稀な疾患診断のツール」から「眼科日常診療を変革する新たな炎症バイオマーカー」



へと位置づけ直す試みである。これにより、ベーチェット病やサルコイドーシスなど重篤な視機

能低下を来す疾患において、再燃予測や術後炎症リスクの早期評価が可能となり、予防的かつ個

別化された抗炎症治療戦略を実現し得る点に特筆すべき独自性がある。 

（本研究の将来期待される点） 

 本研究は、眼科の日常診療における網膜電図（ERG）の新たな活用法を提示するものであり、

将来的な波及効果は極めて大きいと期待される。まず学術的には、従来「稀な網膜疾患診断の補

助手段」として位置づけられてきた ERG を、炎症性眼疾患や術後管理における再燃予測・リスク

評価に応用することで、網膜機能評価の新たな研究領域を切り拓くことができる。さらに臨床的

には、OCT よりも早期に炎症を検出し得る特性を活かし、重篤な視機能低下を未然に防ぐ治療戦

略を実現できる可能性がある。とくにベーチェット病やサルコイドーシスなど再燃制御が課題と

なる疾患において、ERG を炎症バイオマーカーとして用いることは、個別化医療や治療強度の最

適化に直結する。また、術後炎症リスクの早期同定により周術期管理の質も向上し、失明予防と

医療資源の効率的活用に貢献し得る点も重要である。さらに、得られた知見を国際学会や標準化

委員会を通じて発信することで、視覚電気生理の国際標準化や教育にも寄与し、世界的な診療水

準の均質化を推進できる。加えて、産学連携を通じた測定機器の改良や新規ソフトウェア開発

は、成果の社会実装を加速させ、臨床現場への還元を一層確かなものとする。以上より、本研究

は基礎・臨床・産業界を横断して新たな展開をもたらし、国内外の眼科診療全体の質向上に資す

ることが強く期待される。 
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○ 略歴 



学歴は卒業から記入ください。 

1998 年 3 月 名古屋大学法学部 卒業 

2006 年 3 月 三重大学医学部 卒業 

2006 年 4 月 市立伊勢総合病院 初期研修医 

2008 年 4 月 三重大学医学部附属病院 眼科 

2012 年 7 月 三重大学医学部附属病院 眼科 助教 

2016 年 3 月 三重大学大学院医学系研究科 修了 

2021 年 4 月 三重大学医学部附属病院 眼科学内講師 

2023 年 7 月 三重大学医学部附属病院 眼科 講師 

 

○ 専門分野  

眼科  

 

○ 医学博士、専門医資格など 

2016 年 3 月  医学博士（三重大学） 
日本眼科学会専門医 

日本眼科学会専門研修指導医 

PDT 認定医 

 

 


